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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

＜住民自治会関係会議等＞
11日(金)市政協力員例会
16日(水)運営委員会
18日(金)広報部会

日奈久の人口
（９月末現在）

男 1,097人

女 1,322人

計 2,419人

(前月比-３人)

(2009年末3,444人)

令和４年11月号
（第１５９号）

発行者

日奈久住民自治会

3日(木) 文化の日
5日(土)津森小遭難の日
ONSENガストロノミー

15日(火)温泉神社秋季例大祭
23日(水) 勤労感謝の日

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

令
和
４
年
日
奈
久
校
区
民
体
育
祭

（
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
が
10
月
９

日
に
日
奈
久
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
校
区
民
体
育
祭
が
、
例
年
と
は
異
な

り
種
目
数
を
８
つ
に
減
ら
し
て
午
前
終

了
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
採
点
種
目
は

な
く
、
表
彰
も
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
町
内
の
入
場
行
進
も
な
く
、
開
閉
会

式
は
簡
素
化
さ
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
が
パ
ラ
パ
ラ
と
降
っ
た
時
も
あ
り
、

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
集
ま
っ
た
校
区
の
人
た
ち
は
、
久

し
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の
人
々
と
触
れ
合

う
楽
し
さ
や
外
で
体
を
動
か
す
こ
と
の

喜
び
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
所
で
各
世
代
の
同
級
生
談

笑
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
レ
ー

等
で
は
マ
ス
ク
越
し
に
大
き
な
歓
声
や

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
改
め
て

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
集
団
で
の
競
技

を
行
う
喜
び
を
実
感
し
た
１
日
で
し
た
。

最
後
に
日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
北

園
武
広
会
長
は
、
「
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
日
奈
久
校
区
民
の
皆
様
に
感
謝
申

９
月
27
日(

火)

ふ
れ
あ
い
委
員
研
修

お
よ
び
福
祉
座
談
会
が
、
ゆ
め
倉
庫
に

て
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

政
協
力
員
・
民
生
委
員
・
ふ
れ
あ
い
委

員
の
皆
さ
ん
な
ど
の
参
加
で
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
全
町
内
を
午
前

（
参
加
者
40
名
）
と
午
後
（
参
加
者
43

名
）
の
２
班
に
分
け
て
の
開
催
で
し
た
。

高
田
榮
昭
会
長
よ
り
「
各
町
内
で
話
し

合
い
を
進
め
、
取
り
組
み
方
な
ど
検
討

頂
き
、
本
日
の
研
修
内
容
を
今
後
に
生

か
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
松
山
係
長
の
進
行
に
よ
り
、
「
コ
ロ

ナ
禍
・
高
齢
化
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す

必
要
な
見
守
り
と
お
互
い
さ
ま
の
気
持

ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
内
ご
と
に
日
常
の
困
り
ご
と
や
支

え
合
い
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
、
座
談
会
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
で
あ
る
「
お
互
い
さ
ま

の
日
」
に
つ
い
て
は
、
前
回
２
回
は
全

町
内
同
一
日
に
行
い
ま
し
た
が
、
今
年

放
鳥
は
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん
に
補
助

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
放
鳥
を
終
え

た
男
児
に
話
を
聞
く
と
「
僕
は
２
回
も

放
鳥
し
楽
し
か
っ
た
」
と
い
い
ま
し
た
。

女
児
は
、
「
キ
ジ
は
ふ
わ
ふ
わ
で
か
わ

い
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
し
た
。
中
に
は

怖
く
て
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
女
児
も

い
ま
し
た
。
最
後
に
支
部
長
の
田
川
豊

成
さ
ん
が
、
怪
我
等
も
な
く
無
事
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
お
礼
を
言

わ
れ
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
17
日(

月)

開
催
の
運
営
委
員

会
か
ら
、
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な

い
主
な
事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
生
活
環
境
部
会

・
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
広
場
清
掃

は
、
10
月
30
日
（
日
）
午
前
７
時
か

ら
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
。

○
旅
館
組
合

・
全
国
花
火
大
会
の
宿
泊
客
は
、
約

２
０
０
人
で
し
た
。
会
場
へ
の
案
内

が
ス
ム
ー
ズ
で
好
評
で
し
た
。

10
月
15
日
（
土
）
10
時
よ
り
日
奈

久
阿
蘇
神
社
例
大
祭
の
本
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
３
年
連
続
で
神
事
の
み

の
開
催
で
し
た
。

14
日
の
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
み
ず

ほ
保
育
園
の
園
児
達
の
神
輿
行
列
や

参
拝
。
「
乙
女
の
舞
」
、
ち
び
っ
子

相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16
日
の

二
日
祭
。
24
日
の
龍
神
祭
と
続
き
ま

し
た
。

本
祭
で
は
神
主
、
宮
総
代
、
市
政

協
力
員
の
方
々
が
、
神
殿
に
て
御
祈

願
を
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

イ
ベ
ン
ト
は
全
て
中
止
。
前
夜
祭
の

演
芸
大
会
。
子
供
神
輿
。
赤
ち
ゃ
ん

土
俵
入
り
。
保
育
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生
の
奉
納
相
撲
等
、
思
い
返
し

て
み
る
と
賑
や
か
な
お
祭
り
の
風
景

が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
下
田
宮
司
は
、

響
く
歓
声
！
弾
け
る
笑
顔
！

３
年
ぶ
り
に
開
催

校
区
民
体
育
祭

し
上
げ
ま

す
。
３
年

ぶ
り
、
種

目
数
削
減

と
い
う
中

で
の
開
催

で
運
営
が

大
変
難
し

か
っ
た
の

で
す
が
、

各
町
内
理

事
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
の

で
短
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
み
ん
な
で
協

力
し
合
い
体
育
祭
を
楽
し
も
う
』
の
も
と
、

参
加
す
る
人
、
応
援
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
奈
久
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
大

会
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

大
会
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
前
日
ま
で
の
計

画
・
準
備
や
当
日
の
運
営
・
片
付
け
な
ど
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

老若男女揃った日奈久音頭

まっすぐ行かん そっちに行くな

は
各
町
内
の
実
情
に
応
じ
て
、
活
動
日
を

決
定
し
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
手
助
け
す
る
支

え
合
い
の
活
動
を
今
後
も
続
け
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
参
加

者
で
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

盛り上がった座談会

「
が
ん
ば
れ
！
」
の
声
響
く

大
坪
町
で
キ
ジ
放
鳥

10
月
11
日
（
火
）
、
今
年
度
も
熊
本
県

猟
友
会
主
催
で
、
県
内
12
支
所
で
キ
ジ
の

放
鳥
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
八
代
支
部
も

５
年
連
続
で
放
鳥
し
て
お
り
、
昨
年
度
も

日
奈
久
で
放
鳥
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

み
ず
ほ
保
育
園
の
年
長
児
19
人
が
、
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
園
児
達
に
キ

ジ
に
触
れ
、
温
も
り
を
感
じ
る
体
験
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
30
羽
の

キ
ジ
を
持
参
さ
れ
、
園
児
は
お
そ
る
お
そ

る
触
っ
て
い
ま
し
た
。

「頑張れ」と声をかけて放鳥

来
る
11
月
５
日
（
土
）
に
「
Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
in
日
奈
久
温
泉
２
０
２
２
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
外
か
ら
約

１
５
０
人
以
上
の
参
加
予
定
で
す
。

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

当
日
参
加
さ
れ
る
お
客
様
に
気
持
ち

よ
い
挨
拶
で
お
迎
え
し
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（

実
行
委
員
長

今
田
徳
次
郎
）

開
催
に
伴
う
清
掃
活
動
の
第
１
回

目
を
９
月
29
日
（
木
）
に
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
温
泉
神
社
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
集
合
し
、
桟
敷
席
と
日
奈
久

温
泉
駅
前
に
分
か
れ
て
清
掃
し
ま
し
た
。

桟
敷
席
は
、
15
人
の
参
加
者
が
、
た

ま
っ
た
落
ち
葉
の
清
掃
に
頑
張
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
奈
久
温
泉
駅
前
に
は
、

20
人
の
参
加
者
が
除
草
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
す
っ
か
り
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
10
月
27

日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
、
温
泉
神
社

集
合
で
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

落ち葉の清掃に励む参加者

すっかり雑草がなくなった広場

日
奈
久
阿
蘇
神
社

例
大
祭
斎
行

力が入った相撲大会

御鎮座
603年

請前 下西町

【
日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
よ
り
】

校
区
民
体
育
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

大
会
役
員
の
欄
で
、
藪
優
秋
さ
ん
の

お
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

「
来
年
こ
そ
は
今
ま
で
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
せ
た
ら
」
と
期
待
を
込
め
て

話
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
の
請
元
は
山
下
町
内

で
し
た
。
来
年
は
新
田
町
内
で
す
。

（広告欄）
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２

光
永
歩
実
さ
ん
（
６
年
）
、
猪
原
和

佳
奈
さ
ん
、
中
武
花
澄
さ
ん
（
２
年
）

で
望
ん
だ
団
体
Ｃ
ク
ラ
ス
は
、
６
チ
ー

ム
の
参
加
で
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
を
全

勝
で
突
破
し
、
決
勝
リ
ー
グ
も
勝
ち
進

み
見
事
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

決
勝
は
、
３
人
が
同
時
ス
タ
ー
ト
に

な
り
、
最
後
ま
で
残
っ
た
光
永
さ
ん
は
、

優
勝
を
決
め
る
と
そ
れ
ま
で
の
緊
張
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
ほ
っ
と
し
た
表
情
で

し
た
。

個
人
戦
は
、
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
火
流
か
ら

女
子
の
部
Ａ
ク
ラ
ス
に
光
永
さ
ん
、
Ｂ

ク
ラ
ス
に
猪
原
さ
ん
、
中
武
さ
ん
、
杉

本
乃
彩
さ
ん
（
１
年
）
、
猪
原
恵
梨
奈

さ
ん
（
１
年
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
男

子
の
部
Ｂ
ク
ラ
ス
に
北
園
快
生
翔
君

（
５
年
）
、
北
園
倫
功
君
（
１
年
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

34
人
が
参
加
し
た
Ｂ
ク
ラ
ス
で
、
猪

原
和
佳
奈
さ
ん
が
勝
ち
進
み
、
決
勝
へ

Ｗ
優
勝
！

第
48
回
熊
日
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
卓
球
大
会

９
月
23
日
（
金
）
県
立
総
合
体
育
館

女
子
団
体
Ｃ
ク
ラ
ス
「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
火
流
」

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
個
人

猪
原
和
佳
奈
さ
ん

（
日
奈
久
小
６
年
、
竹
之
内
町
）
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
11

対
２
と
第
一
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
ま
し
た
。

第
二
ゲ
ー
ム
を
落
と
し
た
も
の
の
最
終

三
ゲ
ー
ム
目
は
、
４
点
を
先
取
し
た
の

で
余
裕
が
出
て
11
対
４
で
取
り
ま
し
た
。

「
思
わ
ず
う
れ
し
く
て
泣
い
て
し
ま
い

ま
し
た
」
と
猪
原
さ
ん
は
、
照
れ
く
さ

そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

品
田
美
香
監
督
（
山
下
町
）
の
指
導

の
下
、
「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
火
流
」
の
卓
球

部
員
は
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の
夜

に
、
日
奈
久
小
学
校
体
育
館
で
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
猪
原
さ
ん
は
、
「
中
学

校
で
も
卓
球
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
卓
球
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
火
流
で
は
、

卓
球
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大会を終えて参加者全員で写真撮影

賞状を手に笑顔の

猪原さん

【

】

ば
ん
ぺ
い
湯
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
休
館
日
の
変
更

11
月
の
休
館
日
は
、
16
日
（
水
）

と
な
り
ま
す
。
（
定
休
の
第
３
火
曜

日
が
温
泉
神
社
例
大
祭
と
な
る
た
め
）

東
湯
は
営
業
し
て
い
ま
す
。

◆
第
４
回
桂
伸
衛
門
の

日
奈
久
温
泉
落
語
会
の
開
催

○
日
時

11
月
19
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

○
場
所

ば
ん
ぺ
い
湯
２
階

大
広
間

○
料
金

無
料

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実行委員長賞

松本恵子(芦北町)

実行委員長賞

山下竜之介(坂本中３年)

【

】

日奈久郵便局賞

熊本裕子(山口県周南市)ＤＭＯやつしろ賞
山口みゆう

(熊本市大江小５年)

湯の里日奈久振興会賞

石田泰子(永碇町)
日奈久温泉旅館組合賞

楠原なぎさ(豊原町)

日奈久温泉センター

ばんぺい湯賞

山口 隆(熊本市渡鹿)審査員賞
岡下実生(八代工高３年)

種
田
山
頭
火
が
泊
ま
っ
た
宿
と
し
て
全
国
で
唯
一
残
っ
て
い
る
「
織
屋
」
と
「
日

奈
久
温
泉
」
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い
こ
う
と
催
し
が
始
ま
っ
て
23
年
。
一
人
一

人
が
小
さ
な
力
を
出
し
合
い
、
繋
ぎ
、
続
い
て
き
ま
し
た
。
織
屋
掃
除
、
幟

旗
立

の
ぼ
り
ば
た

て
、
句
板
づ
く
り
（
磨
く
・
句
を
書
く
・
ニ
ス
塗
り
・
下
げ
る
）
く
ま
モ
ン
変
身

（
袈
裟
、
め
が
ね
）
ク
イ
ズ
作
成
、
車
で
の
運
搬
、
賞
品
提
供
、
案
内
、
催
し
へ

け

さ

の
参
加
・
・
・
書
き
き
れ
な
い
多
く
の
小
さ
な
力
が
集
ま
り
ま
し
た
。

【
日
奈
久
街
並
み
再
発
見
】

９
月
24
日
（
土
）
10
時
～

「
池
田
山
頭
火
」
の
楽
し
い
案
内
と

５
つ
の
む
ず
か
し
い
？
ク
イ
ズ
で
日
奈

久
の
再
発
見
で
し
た
。
最
後
に
、
正
解

者
の
中
か
ら
八
代
か
ら
の
参
加
者
に

「
ば
ん
ぺ
い
湯
入
浴
フ
リ
ー
パ
ス
（
10

月
末
ま
で
）
」
が
当
た
り
、
喜
ん
で
帰

ら
れ
ま
し
た
。

【
山
頭
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

９
月
24
日
（
土
）
14
時
～

ま
ず
、
桂
伸
衛
門
の
落
語
を
楽
し

み
、
次
に
「
私
が
選
ん
だ
山
頭
火
10

句
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
上
村
雄
一
氏
（
編
集
者
）

藤
井
慶
峰
氏
（
住
職
）
西
口
裕
美
子

氏
（
俳
人
）
桂
伸
衛
門
氏
（
落
語
家
）

山頭火に扮した池田さんの詳

しい話に聞き入る参加者

軽妙に落語を披露する

桂伸衛門

の
４
氏
が
「
旅
」
「
宗
教
」
「
句
の
リ

ズ
ム
」
な
ど
語
り
合
い
ま
し
た
。

【
俳
句
、
絵
手
紙
・
俳
画
表
彰
式
】

10
月
16
日(

日
）
10
時
30
分
～

50
名
近
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
今
田

実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
山
下
亜

矢
子
さ
ん
が
さ
わ
や
か
な
進
行
で
受
賞

選んだ１０句を発表する

パネリスト

者
を
祝
福
し
、
９
月
の
イ
ベ
ン
ト
を

終
了
し
ま
し
た
。

【

】

髙
田
三
千
子
（
美
里
町
）

森
坂
よ
し
の
（
熊
本
市
）

髙
松

正
人
（
八
代
七
中
三
年
）

園
田

心
陽
（
熊
本
市
尚
絅
中
一
年
）

船
間

和
子
（
八
代
市
）

大
野

敬
子
（
玉
名
市
）

藤
本

幸
子
（
宇
土
市
）

【
入
選
】
太
江
田
妙
子
（
八
代
市
）
梶

原
マ
サ
子
（
福
岡
県
宗
像
市
）
宇
野
木

邦
子
（
熊
本
市
）
佐
藤

澄
世
（
菊
陽

町
）
吉
野

倫
生
（
熊
本
市
）

土
田

悠
由
（
氷
川
中
一
年
）

緒
方

蒼
人
（
東
陽
中
三
年
）

俳句の部大賞の髙田三千子さん

温
泉
神
社
に
は
市
杵
島
姫
命
と

菅
原
道
真
公
を
お
祭
り
し
て
あ
り
ま
す

が
、
菅
原
公
の
祭
礼
は
行
な
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
に

な
っ
て
温
泉
神
社
の
保
存
文
書
の
中
に

菅
原
公
の
古
い
祝
詞
が
見
つ
か
り
、
旧

暦
８
月
25
日
に
祭
礼
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
温
泉
神

社
で
は
今
の
暦
に
会
わ
せ
、
９
月
25
日

（
日
）
に
62
年
ぶ
り
の
祭
礼
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

62
年
ぶ
り
に
復
活

菅
原
道
真
公
の
祭
礼

浅
川

寧
音
（
日
奈
久
中
三
年
）

ね

ね

【
入
選
】

本
村
ま
つ
り
（
日
奈
久
小
四
年
）

緒
方

輝
成
（
日
奈
久
中
三
年
）

こ
う
せ
い

し
ら
い
し
り
ん
こ
（
日
奈
久
小
一
年
）

星
田

颯
太
（
八
代
工
高
一
年
）
力

丸

巴
渚
（
玉
名
市
玉
陵
小
六
年
）

投
句
数
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
４
５

６
句
、
一
般
の
部
２
０
９
句
で
し
た
。

応
募
点
数
は
、
一
般
１
２
６
点
、
子

供
（
中
学
生
以
下
）
64
点
で
し
た
。

（広告欄）


